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浪
速
の
夏
を
彩
色
（
い
ろ
と
る
）

天
神
祭
は
日
本
一
,
,
大
祭
の
―
つ
で
東

京
の
神
田
祭
、
京
都
の
祗
園
祭
（
祗

園
会
）
と
な
ら
ひ
称
せ
ら
れ
八
百
八

橋
に
ふ
さ
わ
し
い
絢
爛
〈
け
ん
ら
ん
）

た
る
水
都
祭
と
し
て
そ
の
名
冠
た

る
も
の
か
あ
り
、
菅
原
道
史
公
を
祭

神
と
す
る
こ
の
天
満
宮
は
大
阪
市
北

区
大
工
町
に
鎮
座
す
る
。

そ
の
祭
り
の
起
原
を
尋
ね
る
に
天

歴
五
年
（
九
五
一
）
六
月
一
日
社
頭

の
浜
よ
り
神
鉾
を
流
し
、
流
れ
つ
い

た
浜
辺
に
祭
場
を
設
け
た
（
こ
れ
は

鱈
流
し
の
神
事
の
起
硯
で
あ
る
）
。

同
一
―
—
五
日
御
―
[
平
を
移
し
て
「
み
そ

き
」
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
、
神
餡

民
や
崇
敬
者
か
挙
っ
て
船
を
仕
立
て

奉
迎
し
た
の
か
こ
の
祭
り
の
起
り
と

さ
れ
て
い
る
。

爾
呆
お
旅
所
を
鷺
嶋
（
旧
囃
喉
湯
）
、

戎
嶋
（
現
西
区
本
田
小
学
校
）
に
移

す
な
と
、
幾
多
の
度
晨
か
あ
っ
た
か

町
人
文
化
ま
た
は
庶
民
文
化
の
拾
頭

期
て
あ
る
元
禄
時
代
(
-
六
八

0
年

徳
川
三
代
網
吉
）
に
及
ひ
株
仲
間

〈
各
種
詞
業
組
合
）
や
嘉
社
、
商
工

か
わ
迎
人
形
を
船
首
に
飾
り
、
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競
っ
て
供
奉
す
る
よ
う
に
な
り
、

り
は
拘
爛
に
し
て
華
麗
、
水
都
を

す
る
行
事
と
な
り
祭
礼
の
情
緒
は
町

中
に
み
な
き
り
、
大
阪
町
人
の
軒
昂

た
る
喜
気
と
風
帷
さ
を
天
下
に
誇
示

す
る
大
祭
と
な
っ
た
。
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
大
政
奉
還
前
の
政
情

不
麦
等
に
よ
る
休
止
か
あ
っ
た
が
、

明
后
四
年
(
-
八
七
一
）
お
旅
所
を

松
島
に
移
し
て
再
興
、
崇
敬
諸
団
体

及
び
講
社
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
明

声
大
正
、
昭
和
と
そ
の
隆
盛
の
一

途
を
た
ど
っ
た
。
特
に
昭
和
十
二
年

に
は
渡
御
船
列
は
二
百
艘
余
に
達
し

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
多
少
の
変
化
は
あ
っ
た
か

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
資
材
の
戦

災
、
地
盤
沈
下
等
に
よ
る
支
障
等
に

よ
り
従
来
の
「
大
川
」
遡
航
か
遂
に

二
十
八
年
(
-
九
五
三
）
中
之
島
公

国
よ
り
桜
之
宮
公
園
を
結
ふ
大
川
と

塁
島
川
水
域
二
千
六
百
米
を
中
心
と

す
る
壮
大
な
船
渡
御
か
こ
こ
に
再
興

さ
れ
今
日
に
及
ん
て
い
る
。

新
歴
じ
月
二
十
四
、
五
日
の
天
坤

祭
祭
儀
一
覧
を
略
記
す
る
。

し
月
ニ
ト
四
日
（
宵
宮
）

殿

ー

氏

地

巡

行

ー
ー
氏
地
巡
行

氏
地
壬
供
神
輿
ー
宮
入

月
二
十
五
日
（
大
祭
）

夏

大

祭

ー

本

殿

神

霊

移

御

祭

ー

本

殿

渡
御
列
発
進
ー
午
後
四
時

渡
御
列
天
神

午
後
六
時
三
十
分

水
上
祭
ー
天
満
川
中
流
午
後
八
時

舞
台
船
ー
傘
踊

一
舞
台
船
ー
天
神
祭
囃

第
四
舞
台
船
ー
間
安
舞

花
火
打
上
仕
掛
数
十
甚—

数
百
発

渡
御
列
下
航
、
渡
御
列
天
神
橋
上

還

御

祭

I

本
殿
ー
午
後
十
時

以
上
の
よ
う
に
七
月
二
十
五
日
の

夕
刻
r

台
屏
是
灯
を
樹
立
し
た
高
閥

の
騨
台
船
か
か
に
川
の
中
央
に
胃

か
ぶ
。
お
神
楽
、
舞
楽
等
が
船
中
で

奉
納
さ
れ
数
艘
の
大
蒜
船
が
こ
れ
を

と
り
ま
き
両
岸
に
は
術
士
藝
が
点
々

と
焚
か
れ
る
。
千
余
の
打
ち
上
げ
仕

掛
花
火
、
各
橋
梁
に
か
か
る
数
百
の

堤
灯
が
夜
空
に
水
面
に
夢
の
よ
う
に

い
ろ
ど
る
。
一
方
に
は
照
明
に
浮
び

上
る
不
夜
の
「
大
阪
城
」
を
近
く
に

展
望
す
る
こ
と
か
で
き
、
ま
さ
に
豊

太
公
の
偉
業
を
こ
こ
に
偲
ひ
、
水
と

光
り
を
お
り
ま
せ
た
絢
爛
た
る
間
累

は
水
都
浪
遠
に
ふ
さ
わ
し
い
一
大
絵

巻
物
を
顕
現
す
る
。

さ
て
旧
間
に
属
し
恐
縮
で
あ
り
ま

す
か
、
か
つ
て
吉
津
先
生
（
初
代
理

事
長
）
か
「
こ
の
天
神
祭
に
は
百
万

円
の
物
資
か
動
い
た
も
の
て
あ
る
。
」

と
話
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
の
金
額

に
す
れ
は
お
そ
ら
く
は
億
を
こ
え
る

物
資
か
動
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
程
に
天
神
祭
は
町
人
文
化
の
地
、

商
都
浪
返
児
の
経
済
力
を
如
実
に
示

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
時
季
が
伝
染
病
発
生
の
多
い

夏
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
f

明
治
、

大
正
お
よ
び
昭
和
の
初
期
に
お
け
る

衛
生
方
面
の
こ
と
に
つ
い
て
私
の
思

い
出
を
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
終
戦

崩
ま
で
は
術
生
行
政
の
組
織
と
し
て

内
務
省
に
術
生
局
か
あ
り
、
各
都
道

府
県
に
警
察
部
ー
警
察
署
—
術
生
係

か
あ
っ
て
衛
生
関
係
の
取
締
指
導
か

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
（
概
ね
現
在

の
保
健
所
の
よ
う
な
仕
事
で
あ
る
。
）

夏
季
に
な
る
と
特
に
外
勤
警
察
官
か

清
涼
飲
料
水
な
ど
の
取
締
を
行
な
っ

た
。
こ
れ
は
サ
イ
ダ
ー
、
ラ
ム
ネ
水

と
ニ
ノ
キ
水
を
中
心
と
し
た
も
の
て

あ
っ
て
、
ニ
ノ
キ
水
は
粗
雑
な
カ
ラ

ス
製
の
瓢
筐
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
形
を

し
た
約
三
五

CC
程
度
入
っ
た
着
色
料

て
赤
く
着
色
し
た
も
の
て
、
五
厘
か

ら
一
銭
位
で
あ
り
、
（
少
年
時
代
よ

く
こ
の
ニ
ノ
キ
水
の
カ
ラ
ス
て
怪
我

を
し
た
も
の
で
あ
る
。
）
ラ
ム
不
水
は

現
在
七
十
円
前
後
て
ア
パ
ー
ト
で
販

売
さ
れ
て
い
る
か
r

当
時
は
二
銭
程

度
で
あ
っ
た
。
こ
の
ラ
ム
ネ
水
な
と

の
飲
み
口
を
下
に
持
ち
か
え
る
と
よ

く
カ
ラ
ス
や
プ
ラ
ノ
の
破
片
な
と
の

穴
雑
物
か
混
入
し
て
い
る
の
を
発
見

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
当
時
現

場
て
警
察
官
か
販
売
業
者
の
任
應
廃

棄
を
認
め
る
か
或
い
は
収
去
し
て
本

署
へ
提
出
し
た
も
の
て
あ
る
。
年
輩

の
方
に
は
ラ
ム
ネ
水
の
瓶
の
口
(
<

ち
）
に
あ
る
「
ラ
ム
不
玉
」
を
親
指

又
は
箸
な
ど
て
突
い
て
こ
れ
を
は
す

森

す
瞬
間
（
し
¢
ん
か
ん
）
、
し
ゅ
う

2

と
吹
き
出
す
音
に
淡
い
郷
愁
を
感

じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

以
上
天
神
祭
と
そ
の
思
い
出
の
二

三
を
記
し
た
か
お
祭
か
庶
民
の
ま
つ

り
と
し
て
衣
裳
や
そ
の
他
の
関
係
て

貧
富
の
別
な
く
謡
て
も
気
軽
る
に
楽

し
く
参
加
て
き
る
門
民
の
心
の
か
よ

-2 
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祭
り
こ
そ
「
夏
ま
つ
り
」
と
し

て

の

あ

る

し

ま

た

こ

の

時

期

か
旦
季
て
あ
る
た
め
に
保
健
衛

ll
の

立
場
か
ら
見
て
、
消
化
器
系
統
の
に

繁

恥

か

多

く

、

往

時

こ

の

季

節

か

＿
介
網
、
賜
チ
．
ノ
人
」
の
ヒ
ー
・
ー
ク
て

あ
る
」
と
古
土
H
先
生
か
曽
つ
て
云
わ

訊
た
こ
と
を
息
起
ず
る
。
そ
れ
だ
け

に
保
健
衛
生
当
局
の
陰
の
努
力
か
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
会
も
な
お
感

高
の
気
特
て
い
っ
ば
い
て
あ
る
。

掴
宣
ず
る
に
あ
た
り
ー
心
停
力
不
十

何
卒
識
者
の
こ
叱
正
あ
ら
ん

乞

う

。

多

謝 ，こ吝
J

分

の

筆

着

の

こ

と

、

諸

点

の

誤

謬

（
こ
び
ゅ
う
）
あ
る
を
お
そ
れ
る
c
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